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要     旨 

 ア． 目的 

重症熱性血小板減少症候群（SFTS）は、マダニによって媒介される感染症であり、2009 年に中国から

報告されて以降増加傾向にあり、死亡率は 10-33％に及ぶと報告されている。重症者ではサイトカイン

ストームが生じ多臓器不全を来すが、そのような病態に対する治療法は確立しておらず、ステロイドが

使用される場合がある。しかし、ステロイドの有効性を評価した研究は数少ない。そこで、本邦の SFTS

に対するステロイドの有効性を評価することを目的として観察研究を行った。 

イ． 研究対象及び方法 

SFTS は稀な疾患であり、十分な症例数を収集するために診断群分類 (DPC)データを用いた。2013 年 
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～2021 年度に DPC 採用病院に入院した 18 歳以上の SFTS 患者を対象とし、組み入れ患者をステロイ

ド投与群と非投与群に分け、傾向スコアマッチングを行い比較した。主要評価項目は 30 日の死亡率と

生存期間とし、重症因子(意識障害、ショック、低酸素)毎にサブグループ解析を行った。 

ウ． 結 果  

DPC データを用い、全国の SFTS 患者、計 494 人を本研究に組み入れた。ステロイドは 44％の患者に

投与されていた。ステロイドは、男性、高齢患者、Barthel index が低い患者、意識障害やショック、

低酸素を合併している患者、人工呼吸器管理や腎代替療法、血小板輸血を受けた患者に投与される傾向

にあり、血漿交換やグロブリン、リバビリン、抗菌薬、抗真菌薬が多く併用されていた。これら因子か

ら傾向スコアを算出し、マッチングを行いステロイド群 144 人と非ステロイド群 144 人を比較した。マ

ッチング後の集団では、ステロイド群と非ステロイド群で 30 日死亡率や生存期間に有意差は認めなか

った（19% vs 15％、Log-rank 検定 p=0.392）。一方で、サブグループ解析では、意識障害やショック

のある重症例ではステロイド群で死亡率が低く、それらの合併のない軽症例ではステロイド群で死亡率

が高い結果であった。二次感染はステロイド投与群で多い結果であったが、有意差は認めなかった。 

エ． 考 察  

本研究結果から、ステロイドはすべての SFTS 患者に有効なわけではないが、意識障害やショックを伴

う重症患者には有効である可能性が示唆された。また、軽症例に対するステロイドは害となる可能性も

示唆され、これらは先行研究の結果と同様であった。ただし本研究の限界として、DPC データを用い

ており、血液検査や画像所見などの臨床情報が解析に含まれておらず、それらが未調整交絡因子となっ

ている可能性があること、診断は医師が登録した病名から判断しており、不確実性があること、ステロ

イドの種類・量・投与日数などにばらつきが見られることなどがあげられた。 

オ． 結 語（まとめ） 

DPC データを用い、全国の SFTS 患者を対象にステロイドの有効性・安全性について評価した。本研

究の結果から、ショックや意識障害を伴う重症例に対してはステロイドが有効である可能性が示唆され

ており、重症の SFTS 患者を対象としたランダム化比較試験による検証が必要である。 

 


